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津
軽
の
野
づ
ら
に
八
月
の
風

が
わ
た
り
は
じ
め
る
と
、
街
も

村
も
五
所
川
原
は
夏
祭
り

一
色

に
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
る
。
 

若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
爆
発

す
る
乱
舞
の
な
か
で
、
災
禍
を

は
ら
う
虫
が
火
を
吐
き
な
が
ら
 

昇
天
す
る
と
、
岩
木
川
原
の
夜

空
は
息
も
つ
か
せ
ぬ
花
火
の
饗

宴
を
繰
り
広
げ
る
。
 

各
部
落
か
ら
繰
り
出
し
た
虫

お
く
り
は
、
炎
暑
も
も
の
か
は

日
ご
ろ
の
創
意
を
今
日
を
限
り

と
ば
か
り
に
披
露
す
る
。
 

陽
が
沈
む
と
、
ネ
プ
タ
が
街

を
埋
め
つ
く
し
、
老
若
男
女
が

時
を
忘
れ
て
夜
を
踊
る
。
 

あ
す
な
ろ
大
太
鼓
が
と
ど
ろ

く
祭
り
が
終
る
と
、
あ
た
り
は

い
つ
し
か
秋
の
気
配
が
漂
う
。
 

叫
、
 

世 帯 数 	14, 075 

（昭和52年 8 月1日現在）住民基本台帳から 

男 25,200人

女 26,947人 

市 の 人 口 

52, 147人 

立
ロ
 

1
 

（昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 
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テ
レ
ビ
放
送
の
お
知
ら
せ
 

五
所
川
原
 
広
 
報
 

市
長
と
語
る

ー
 
ご
し
ょ
が
わ
ら
 

市
民
と
市
長
の
対
話
 

局
名
 
青
森
放
送
 (R

A
B
)
 

月
日
 
八
月
三
十
日
（
火
）
 

時
間
 
午
前
十
一
時

ー
十

一

時
三
十
分
 

局
名
 
青
森

テ
レ
ビ
 

(A
T
V
)
 

月
日
 
毎
月
、
第
二

・
第
四

木
曜
日
 

時
間
 
午
前
十
一
時
四
十
分
 

ー
十
一
時
四
十
五
分
 

腰
痛
で
お

悩
み
の
方
 

み
ん

な
の
「

健

康
教
室
 
へ
 

医
帥
会
と
家
庭
を
結
ぶ
、
み
 
日
程
で

開
き
ま
す
。
今
月
の
テ

ん
な
の
 
「健
康
教
室
」
を
次
の
 
ー
マ
は
 
「

腰
の
痛
み
」
 
につ
い
 

・

一
事
」F言
』
 

『
 

事
『
 

て
で
す
。
 

▽
と
き

八
月
二
十
五

日
（
木
）
午

後
一
時
か
ら

▽
と
こ
ろ

津
軽
信
用
金

庫
五
所
川
原

支
店
ホ
ー
ル

主
催
は
、
 

北
五
医
帥
会
、
 

五
所
川
原
市

民
保
健
協
議
 

会
で
す
。
 

「みどりの窓口」開設 

TiPJi-巌指定券の発売始める 

、
ー一
 

一
‘
 

国
鉄
五
所
川
原
駅
に
八
月
一

日
か
ら
 
「み
ど
り
の
窓
口
」
 
が

開
設
、
特
急
・
寝
台
・
座
席
指

定
券
の
発
売
業
務
を
始
め
ま
し

た
。
 

営
業
時
間
は
、
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
 

営
業
を
始
め
た
 
「み
ど
り
の

窓
口
」
 
は
、最
新
鋭
の
電
子
計

算
機
を
使
用
し
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
 

さ
る
七
月
四
日
か
ら
行
な
わ

れ
た
市
の
「
環
境
美
化
運
動
」
 

も
七
月
二
十
八
日
で
終
わ

り
ま

し
た
く
 

こ
の
運
動
で
、
杯
法
に

投
げ

捨
て
ら
れ
て
い
た
ゴ
ミ
類
も
日

程
ど
お
り
排
除
さ
れ
、

跡
地
も

き
れ
い
に
清
掃
さ
れ
ま
し
た
。
，
 

国
体
も
間
近
に
迫
っ
た
こ
の

時
期
、
さ
ら
に
環
境
の
美
化
を
 

,
 

ー
七
「

蕪
滞

I
 

で
十
数
枚

の
指
定
券
を
入
手
で

き
ま
す
。
 

東
京

・
国
立
中
央

コ
ン
ピ
ュ
 

ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
連
結
し
、
 

秋
田
、
弘
前
、
川
部
を
経
由
し
、
 

寝
台
の
指
定
券
な
ど
即
時
発
売

が
で
き
る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま

す
。
 

初
日
は
、
寺
田
市
長
、
村
上

商
工
会
議
所
会
頭
、
中
村
秋
田
 

“
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
 

清
掃
し
た
場
所
に
は
、
絶
対

ゴ
ミ
類
は
投
げ
捨
て
な
い
で
下

さ
い
。
 

◇
ゴ
ミ
類
は
決
め
ら
れ
た
日

時
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
袋
に

入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。
 

◇
残

飯
な
ど
は
十
分
水
切
り

を
し
、
袋
の
入
れ
口
を
紐
で
結

ん
で
出
し
て
下
さ
い
。
 
 

鉄
道
管
理
局
営
業
部
長
、
小
野

五
所
川
原
駅
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
し
、
午
前
十
時
か
ら
の
発
売

開
始
と
同
時
に
多
数
の
利
用
者

が
詰
め
か
け
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
駅
に
は
、

八
十
円

か
ら
六
百
八
十
円
ま
で
の
乗
車

券
の
ほ
か
、
急
行
券
（

四
〇
〇

円
）
と
入
場
券

（
六
〇
円
）
の

自
動
販
売
機
三
台
も
裾
え
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
 

◇
ス
イ
カ
・

メ
ロ
ン
等
の
果

物
の
食
べ
が
ら
は
、
燃
え
な
い

ゴ
ミ
の
収
集
日
に
出
し

て
下
さ
 

◇
収
集
日
以
外
は
、
ゴ
ミ
を

出
さ
な
い
こ
と
。
 

◇
公
共
用
地

・
用
（
排
）
水

堰
に
は
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
下

さ
い
。
 

◇
犬
や
猫
、
風
な
ど

で
ゴ
ミ

が
散
乱
し
な
い
よ
う
し
ば
っ

て

出
し
て
下
さ
い
。
 

f
 

環
境
の
美
化
に
ご
協
力
を
ー
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方
 

の
 

内
 

市
 

新
 

と 	き と こ ろ 対 	象 	地 	域 

2
2
 

 
8
午
  

『
 
。

J
  

後
 

0
 
0
 

叩
 

松野木松峰寺 松野木．福岡．若山 

2
3
 

 
8
午
 

一
 

 後
 
0
 
0
 
3
 
0
 
0
 

 

中川公民館 桜田．田川．中泊．川山．種井ー沖飯詰 

2
38
1
 

 

8
午
  

『
 

 叩
  

戸沢公民館 戸沢．平町 

2
3
 

 
8
午
 

一
 

 後
 
0
 
0
 
3
 
0
 
0
 

 

石田坂集会所 石田坂 

2
42
  

8
午
  

『
 

 後
 
叩
 

4
 
0
 
0
 

 

湊 集 会 所 湊．姥落．千鳥町.猫測．三ッ谷．稲実 

2
4
 

 
8
午
 
一
後
 

一
 

 叩
 
3
 
0
 
0
 

 
中泉公民館 中泉 

8 	25 
午t 	1: 00- 3: 00 金山昭和館 田中．宮田．悪戸．川代田．野崎．金山 

8 	26 
午後1:00- 3:00 福 祉 会 館 下平井町．尻無.桃崎.太刀打．一の坪 

8 	30 
午後1:30- 3:00 梅沢公民館 梅田 

3
0
 

 
8午
 
‘
後
 

一
 

 叩
 
3
 
0
 
0
 

 

広田公民館 広田．七ッ館言曳井 

8 - 31 
午後1:30- 3:00 森 	の 	家 新宮町ー新宮団地．中川 長橋 

9
午
 

9
1
  

『
 
り
】
 

叩
 

後
 
叩
 

毘沙門公民館 毘沙門 

9. 	9 
午後 2:00- 3:00 長富公民館 長富 

市
で
は
、
六
十
五
歳
以
上

の

方
を
対
象
に
尿
タ
ン
パ
ク
・
血

圧
測
定
の
無
料
「
健
康
診
査
」
 

を
行
な
い
ま
す
。
 

健
康
管
理

の
仕
方
に

つ
い
て

も
助
言
し
ま
す
。
 

老
後
を
健
康
で
豊
か
に
送
る

た
め
、
健
康
診
査
を
受
け
て
下

さ
い
。
 

◇
対
象
に
な
る
方
は
 
そ
れ

ぞ
れ
都
合
の
よ
い
場
所
で
診
査

を
受
け
て
下
さ
い
。
 

◇
診
査
を
受
け
る
際
は
 
市

発
行
の
「
受
診
券
」
を
受
付
に

お
出
し
下
さ

い
。
 
「受
診
券
」
 

は
、
市
福
祉
事
務
所
で
発

行
し

て
い
ま
す
。
 

「無料「老人健康診査」 

健康で豊かな老後を 

方
 

‘午前10時から、 
、午後 3時まてるノ 

の
 

内
 

市
 

ところ 

旧 
と き 

8 月2加から 
9 月16日まで 

田 町 対馬か，斗医院 旭 	町 兼平内科医院 

元 町 カク小児科内科医院 敷島町 川崎胃腸科 

新 町 増 	田 	病 	院 中平井町 佐々 木医院 

弥生町 荘 司 内科医院 中平井町 白生会胃腸病院 

弥生町 佐藤内科医院 鶴ケ 岡 三好診療所 

本 町 森 	田 	医 院 神 	山 長橋診療所 

旭 町 復 明 堂 医 院 羽野木沢 阿 部 医 院 

旭 町 江 渡 医 院 高 	野 山 口 医 院 

松島町 木村内科医院 飯 	詰 松 野 医 院 

柏原町 森 内 科 医 院 布屋町 小笠原内科医院 

錦 町 中 村 内科医 院 

打
ち
初
め
、
ま
つ
り
に
も
登
場
 

「あ
す
な
ろ
大
太
鼓

」
 

名
物
「
あ
す
な
ろ
大
太
鼓

」
 

の
打
ち
初
め
が
、

さ
る
七
月
一
一

十
六
日
市
庁
舎
前
の
お

ま
つ
り

広
場
で
行
な
わ
れ
、

市
民
に
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
 

風
雪
に
耐
え
、

あ
す
な
ろ
の

木
の
よ
う
に
す
く
す
く
と
伸
び

る
よ
う
に
と
の
願
い
か

ら
大
太

鼓
の
名
称
が

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

打
ち
手
は
、
仕
事
の
ひ
け
た

あ
と
特
訓
を
続
け
て
い
た
市
職

員
の
若
手
で
、

そ
ろ

い
の
は
ん

て
ん
に
ハ
チ
巻
き
を
し
た
十
六

人
が
バ
チ
さ
ば
き
も
あ
ぎ
や
か
 

』
  

に
、
豪
壮
な
音
を
と
ど
ろ
か
せ

て
い
ま
し
た
。
 

弘
前
の
情
っ
張
り
太
鼓
、
青

森
の
出
世
太
鼓
を
し

の
ぐ
、
文
 
 

字
ど
お
り
日
本
一
の
ジ
ャ

ン
ボ

太
鼓
の
出
現
で
、
 
一
段
と
夏
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
し

よ
・フ
。
 

国
体
秋
季

大
 
標
を
か
か
げ

歓
迎
準
備
を
す
す

会
が
終
っ
た
あ
 
め
て
い

ま
す
。
 

と
の
十
月
十
五
 

◇
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
 

（土
）
 ・
十
六
 

身
体
障
害
者
、
児
童

・
老
人
 

（日
）
の
両
日
、
 

等
の
方
々
に
住
み
よ
い
ま
ち
を

同
じ
県
総
合
運
 
◇
友

愛
を
高
め
よ
う

動
場
で
皇
太
子
 
身
障

者
に
対
す
る
友
愛
心
を

ご
夫
妻
を
お
迎
 
育

て
、
真
心
の
贈
物
を
し
よ
う

え
し
、
オ
十
三
 
◇
善

意
と
助
け
あ
い
を

回
全
国
身
体
障
 

身
障
者
の
方
々
に
正
し

い
理

害
者
ス
ポ

ー
ッ
 

解
を
示
し
、
愛
の
手
を
さ
し
の

大
会
が
開
か
れ
 

べ
よ
う
 

ま
す
。
 

◇
美
し

い
環
境
を
 

体
の
不
自
由
 

花
い
っ
ぱ

い
運
動
 

な
選
手
た
ち
を
 

◇
親
切
で
明
る
い
郷
土
を

温
か
く
迎
え
よ
 

親
切
に
す
る
運
動
、
明
る
く

う
と
、
県
民
運
 

礼
儀
正
し

い
態
度
で
接
す
る
運

動
推
進
協
議
会
 

動
を
 

で
は
、
次
の
目
 

松
本
さ
ん
 

県
民
運
動
推

進
員
に
 

市
身
体
障
害
者
福
祉
会
会
長

の
松
本

一
男
さ
ん
は
、
全
国
身

障
者
ス
ポ
ー
ッ
大
会
の
県
民
運

動
推
進
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
o
 

同
会
で
は
、
記
念
メ
ダ
ル
等

を
販
売
し
、
歓
迎
準
備
を
す
す

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
支
援
を
望
ん
で

い
ま
す
。
 

私
の

ア
イ
デ

ア
 

貯
金

箱
コ
ン

ク

ー
ル
 

◇
応
募
資
格
 
小

・
中
学
生

◇
応
募
作
品
 
材
料
は
自
由

で
す
。
大
き
さ
は
、
 一
辺
の
長

さ
が
二
十
五
セ
ン
チ
以
内
。
 一

人
一
点
で
、
未
発
表
の
も
の
。
 

<）応

募
方
法
 
氏
名
、
学
校

名
、
学
年
を
記
入
し
、
所
属
の

学
校

へ
出
品
の
こ
と
。
 

◇
締
切
り
 
九
月
十
日
 

◇
賞
 
郵
政

・
文
部
大
巨
賞

な
ど
各
賞
が
あ
り
ま
す
。
応
募

者
に
は
、
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
 

◇
発
表
 
十
月
。
入
賞
者
・

入
賞
校
に
通
知
し
ま
す
。
 

ー

定
期
演

奏
会
 

五
所

川
原
合

唱
団
 

五
所
川
原
合
唱
団
で
は
、
オ

三
回
「
定
期
演
奏
会
」
を
次
の

日
程
で
開
き
ま
す
。
入
場
は
、
 

無
料
で
す
。
 

◇
と
き
 
九
月
三
日
（
土
）
 

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
 

◇
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

後
援
・
市
教
育
委
員
会
 

全国身障者スポーツ大会 

	秋に県総合運動場で 



目
鶴
回
習
 
よ
く
見
て
⑩
お
局
包
 
お
り
跨
あ
目
習
包
 

市
内
旭
町

・
割
烹
松
竹
の
天

内
福
松
さ
ん
は
、さ
る
八
月
五
日

市
立
図
書
館
に
 
「姓
氏
家
糸
大

辞
典

（
全
三
巻
）
」
と
「
日
本

思
想
史
講
座

（
近
代
の
思
想

・

全
八
巻
）
」
を
贈
り
ま
し
た
。
 

市
立
図
書
館
に
不
足
し
て
い
 

る
図
書
を
と
、
天
内
さ
ん
が
数

年
が
か
り
で
準
備
し
て
い
た
も

の
で
す
。
 

〈
寄
付
〉
市
内

旭
町
、
ス
ナ

ッ
ク
「
あ
す
な
ろ

（
経
営
者
蒔

田
鉄
子
さ
ん
）
」
は
、
国
体
五

所
川
原
市
協
力
会
に
三
万
七
千

七
百
三
十
八
円
を
寄
付
。
 

天
内

さ
ん
、

図

書
を

贈

る
 

お子さんを丈夫に 

3歳児の健康診断 
レ対象幼児 昭和48年1月1 

日から昭和49年 4 月 1日までに

生まれた幼児 

レ受付時間 午後1時から午

後 2時まで 

レ検診会場 市中央公民館

地区別の日程は次のとおりで

す。 

◇ 8月25日 26日 五小学区

◇8月29日 三好、栄、毘沙

門地区 

◇＆月30日 七和、長橋、中

川地区 

◇ 8月31日 松島団地、松島

地区 

び9月1日 飯詰、梅沢地区

◇9月 2日、 6日 南小学区 

要 

腰ベルトは

腰骨の L に 

身体【ヒノ

タリと 

瀞
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県
ろ
う
あ
者
大

会
 

九
月
三

・
四
日
、
五
所
川
原
市
で
 

、
ソー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
を
 

青
森
県
ろ
う
あ
協
会
主
催

の

創
立
十
周
年
記
念
 
「
オ
四
回

青
森
県
ろ
う
あ
者
大
会
」
は
、
 

九
月
三
‘
四
の
両
日
、

産
経
会

館
（
三
日
）
と
五
所
川
原
高
校

体
育
館
（
四
日
）
で
開
か
れ
ま
す
。
 

聴
力

・
言
語
に
障
害
の
あ
る
 
 

方
や
家
族
、
福
祉
教
育
関
凧
者
、
 

手
話
サ
ー
ク
ル
会
員
あ
参
加
を

望
ん
で

い
ま
す
。
 

◇
参
加
料
 
五
百
円
。
 

な
お
、
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
 

市
福
祉
事
務
所
に
お
間
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 
 

産
物
に
も
目
を

向
け
る
も
の
で

す
。
な
か
で
も
、
宿
で
く
つ
ろ

ぎ
の
と
き
に
そ
の
土
地
の
酒
、
 

つ
ま
り
地
酒
に
興
味
を
も
つ
も

の
で
す
。
 

清
酒
に
は
、
 
一
・
八
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
特
級
で
六
百
二
十
八

円
、
 一
級
で
三
百
六
十
円
、
一
一

級
で
百
五
十
四
円
の
酒
税
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
 

地
酒
を
飲
む
こ
と
に
よ
り
、
 

酒
税
が
納
付
さ
れ
、
地
元
に
還

元
さ
れ
て
学
校
や
橋
、
道
路
な

ど
の
財
源
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

他
県
か
ら
の
お
客
の
も
て
な

し
に
、ぜ
ひ
地
酒
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
 

（五
所
川
原
税
務
署
）
 

の
中
国
東
北
地
方
）
の
開
拓
地

に
入
植
し
ま
し
た
。
二
十
年
一

月
実
母
ナ
カ
さ
ん
を
亡
く
し
、
 

そ
の
直
後
に
現
地
で
父
保
三
郎

さ
ん
が
召
集
さ
れ
て
離
別
、
ヒ

サ
子
さ
ん
と
と
も
に
中
国
人
家

庭
に
預
け
ら

れ
ま
し
た
。
 

ヒ
サ
子
さ
ん
は
、
 一
昨
年
十

月
中
国
で
病
死
し
て
い
ま
す
。
 

一
昨
年
の
三
月
末
、
 一
時
帰

国
し
た
市
浦
村
脇
元
出
身
の
成
 

‘
，田
ミ
エ
さ
ん

（
五
六
）
を
通
じ

て
消
息
が
わ
か
っ
た
も
の
で
す
。
 

生
家
で
義
母
き
み
さ
ん

（
五

三
）
や
、義
妹
弟
た
ち
に
迎
え
ら

れ
た
弘
さ
ん
は
、
言
葉
は
通
じ

な
い
が
父
の
写
真
に
号
泣
し
、
 

思
い
出
に
胸
が

い
っ
ぱ

い
の
様

子
で
し
た
。
 

命
の
“
ツ
ナ
《
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
は
、
そ
の
効
果
が
広
く
認

め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら

ず
、
着
用
す
る
人
が
意
外
に
少

な
い
の
が
現
状
で
す
。
 

⑥
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
必

要
性
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
装
備
が
あ
 

る
の
に
着
用
し
な
い
で
運
転
、
 

ま
た
は
同
乗
し
て
死
亡
し
た
人

は
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
者

の
約
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

衝
突
事
故
や
山
間
地
で
の
転

落
事
故
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
て
い
た
た
め
、
全
員
が

助
か
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
 

⑥
着
用
の
習
慣
づ
け
を
 

着
用
し
て
い
な
い
大
方

の
人

は
、
面
倒
だ
、
体
が
窮
屈
だ
、
 

う
っ
か
り
忘
れ
た
と
理
由
に
あ

げ
て
い
ま
す
が
、
実
際
着
用
し

て
慣
れ
れ
ば
苦
に
な
ら
な

い
し
、
 

正
し
い
着
用
で
む
し
ろ
姿
勢
を

正
し
、
運
転
が
楽
に
で
き
安
全

性
が
高
ま
り
ま
す
。
 

被
災
さ
れ
た
 

納
税
者
の
皆

さ
ん
に
 

こ
の
た
び
の
水
害
を
受
け
ら

れ
た
方
々
に
は
、
そ
の
被
害
額

の
程
度
に
よ
っ
て
所
得
税
な
ど

の
国
税
が
減
額
さ
れ
、
ま
た
、
 

納
税
や
申
告
・
申
請
等
の
期
限

が
延
長
さ
れ
る
救
済
の
道
が
あ

り
、
納
期
を
延
長
し
た
場
合
は

延
滞
税
等
余
分
の
負
担
を
お
か

け
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
 

な
お
、
手
続
等
に
つ
い
て
は

後
日
連
絡

の
う
え
、
ご
相
談

い

た
し
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
住

宅

・
家
財
等
の
損
害
額
を
確
認

し
、
記
録
し
て
お
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
（五
所
川
原
税
務
署
）
 

36年ぶり、中国から里帰り 

畠泉誉智 歳で両親と旧満州へ 
県
産
酒
を
愛
用
し
ま
し
ょ
う
 

国
・
体
は
地
酒
で
 

市
民
待
望
の
「
あ
す
な
ろ
国
 
て
い

ま
す
が
、
 
「県
産
品
愛
用

体
」
も
真
近
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
 

運
動
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
 

こ
の
国
体
に
向
け
、
各
地
で
 
多

く
の
他
県
人
が
訪
れ
る
と

い
る
い
ろ
な
運
動
が
展
開
さ
れ
 

そ
こ
の
土
地
の
風
光
と
と
も
に
 

戦
時
中
両
親

と
離
別
し
、
中

国
孤
児
だ
っ
た

市
内
中
泉
出
身

の
中
国
‘
黒
竜

江
省
五
常
県
、
 

農
業
関
弘
さ
ん
 

（三
九
）
中
国名

候
塩
貯
は
七
月

二
十
日
、
三
十

六
年
ぶ
り
に
郷

里
に

一
時
帰
国

し
ま
し
た
。
 

弘
さ
ん
、
 

時
二
歳
）
は
昭

和
，
五
年
、
妹

ヒ
サ
子
さ
ん
と

両
親
と
一
緒
に

、
 

旧
満
州
（
現
在
 

広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ

い
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